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(57)【 要 約 】 　 　 　 （ 修 正 有 ）

【 課 題 】 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス を 不 活 性 化 さ せ る と 同 時 に 、 ウ イ ル ス 性 肺 炎 の 治 療 に 用 い る

こ と が で き る 溶 媒 和 電 子 水 の 提 供 。

【 解 決 手 段 】 発 電 所 → 送 電 線 → コ ン セ ン ト に 送 ら れ て 来 た 銅 の 自 由 電 子 を 、 高 分 子 半 導 体

を 通 過 さ せ る こ と で 、 エ ネ ル ギ ー を 増 幅 さ せ 溶 媒 和 し や す く し た 後 、 滅 菌 精 製 水 に 作 用 さ

せ て 溶 媒 和 電 子 を 包 含 し た 滅 菌 精 製 水 を 得 た 後 、 吸 入 器 ま た は 超 音 波 加 湿 器 を 用 い て 肺 炎

患 者 に 吸 入 さ せ る こ と で 、 ウ イ ル ス を 還 元 雰 囲 気 に 曝 し て 不 活 性 化 を 図 る こ と が で き る と

と も に 、 溶 媒 和 電 子 の 強 力 な 抗 酸 化 作 用 に よ り 、 肺 を 形 成 す る 細 胞 の 過 酸 化 脂 質 の 増 加 を

抑 制 す る こ と で 、 還 元 作 用 に よ る 炎 症 治 療 を 同 時 進 行 さ せ る 。

【 選 択 図 】 な し 10
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 銅 の 自 由 電 子 を 、 高 分 子 半 導 体 を 通 過 さ せ る こ と で 、 エ ネ ル ギ ー を 増 幅 さ せ 溶 媒 和 し や

す く し た 後 、 各 種 の 水 性 溶 媒 中 に 溶 媒 和 電 子 を 生 成 さ せ て 溶 媒 和 電 子 水 を 作 製 し 、 当 該 溶

媒 和 電 子 水 を 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 患 者 に 飲 用 さ せ て 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 不 活 性 化 を 図

る こ と が で き る と と も に 、 当 該 溶 媒 和 電 子 水 を 吸 入 器 等 で 患 者 に 吸 引 さ せ 新 型 コ ロ ナ ウ イ

ル ス 性 肺 炎 患 者 の 治 療 に 用 い る こ と が で き る 溶 媒 和 電 子 水 。

【 請 求 項 ２ 】

　 前 記 高 分 子 半 導 体 が 、 シ リ コ ー ン を 母 材 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 溶 媒 和 電 子 水 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 各 種 水 性 溶 媒 が 医 療 用 滅 菌 精 製 水 で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 溶 媒 和 電 子 水 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 ウ イ ル ス 不 活 性 化 お よ び ウ イ ル ス 性 肺 炎 治 療 用 溶 媒 和 電 子 水 に 関 し 、 特 に 新

型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 患 者 に 飲 用 さ せ て 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 不 活 性 化 を 図 る こ と が で き る

と と も に 、 当 該 溶 媒 和 電 子 水 を 吸 入 器 等 で 患 者 に 吸 引 さ せ 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 性 肺 炎 患 者

の 治 療 に 用 い る こ と が で き る 溶 媒 和 電 子 水 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 副 作 用 の 無 い 安 全 な 方 法 で 、 体 内 に 侵 入 し た ウ イ ル ス を 不 活 性 化 す る 技 術 は 、 こ れ ま で

に は 存 在 し な い 。 通 常 は 、 出 現 し た ウ イ ル ス 毎 に 治 療 薬 を 開 発 し て 、 多 か れ 少 な か れ 必 ず

存 在 す る 副 作 用 と 、 ウ イ ル ス に 対 す る 効 果 を 確 認 す る 臨 床 試 験 を 実 施 し て 、 そ の 後 、 各 国

の 定 め る 承 認 を 得 て 、 一 般 の 患 者 に 投 与 さ れ る と い う 時 間 の か か か る シ ス テ ム に な っ て い

る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 2020年 3月 頃 の 中 国 武 漢 市 で は 、 治 療 薬 の 開 発 さ れ て い な い 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス に よ る

肺 炎 患 者 に 対 し て 、 副 作 用 の 恐 れ が 少 な い 漢 方 薬 を 処 方 す る ケ ー ス が 多 く あ っ た と 一 部 報

道 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 漢 方 薬 は 、 自 然 物 が 持 つ 還 元 作 用 を 、 長 年 の 経 験 と 知 恵 で 、 上 手 に 利 用 し て い る が 、 効

果 が 穏 や か な の と 、 科 学 的 根 拠 に 欠 け る と の 理 由 で 、 あ ま り 表 だ っ た 報 道 に は な っ て い な

い 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 こ れ ま で 人 類 は 、 体 内 に 侵 入 し て し ま っ た ウ イ ル ス を 不 活 性 化 す る 技 術 は 、 各 ウ イ ル ス

毎 に 治 療 薬 を 開 発 し て 、 臨 床 試 験 を 行 い 安 全 を 確 認 し て か ら 、 一 般 の 患 者 に 投 与 す る と い

う 時 間 の か か る 方 法 し か 持 た な か っ た た め 、 こ の 度 の 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の よ う な 感 染 力

の 強 い ウ イ ル ス が 突 然 出 現 す る と 、 治 療 薬 の 開 発 を 待 た ず し て 、 沢 山 の 感 染 者 と 重 症 患 者

． 死 者 を 出 す と い う 結 果 を 招 い て い る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 な お 、 肺 炎 の 治 療 と し て は 、 「 喘 息 お よ び 他 の 肺 障 害 を 治 療 す る た め の 組 成 物 お よ び 方

法 」 と し て 特 開 2015-028087が 知 ら れ て お り 、 肺 障 害 を 治 療 す る こ と を 開 示 し て い る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 具 体 的 に は 、 前 記 公 開 公 報 の 明 細 書 で 開 示 さ れ て い る よ う な 少 な く と も １ つ の 界 面 動 電

的 に 生 成 さ れ た 流 体 （ 界 面 動 電 的 に 生 成 さ れ た ガ ス 富 化 流 体 を 含 む ） を 含 む 治 療 組 成 物 を

投 与 す る こ と に よ っ て 、 治 療 又 は 予 防 を 必 要 と す る 患 者 に お け る 、 気 流 閉 塞 又 は 制 限 を 特

徴 と す る 肺 又 は 呼 吸 器 障 害 も し く は 病 状 、 或 い は そ の 症 状 （ 例 え ば 、 喘 息 、 鼻 炎 、 ア レ ル

ギ ー 性 鼻 炎 （ 例 え ば 、 鼻 呼 吸 路 ） 、 及 び 慢 性 閉 塞 性 肺 疾 患 （ Ｃ Ｏ Ｐ Ｄ ） 及 び Ｃ Ｏ Ｐ Ｄ 関 連

病 状 （ 例 え ば 、 気 管 支 炎 、 肺 気 腫 、 喘 息 ） 、 肺 気 腫 、 肺 炎 、 気 管 支 炎 、 イ ン フ ル エ ン ザ 、

Ｓ Ａ Ｒ Ｓ 、 結 核 、 及 び ゼ ー ゼ ー い う 咳 （ 百 日 咳 ） 、 な ど ） を 治 療 又 は 予 防 す る た め の 組 成

10

20

30

40

50



(3) JP  2021-187766  A   2021.12.13

物 及 び 方 法 で あ っ て 、 界 面 動 電 的 に 変 性 さ れ た 水 性 流 体 が 、 細 胞 内 シ グ ナ ル 伝 達 の 調 節 を

行 う の に 十 分 な 細 胞 膜 構 造 又 は 機 能 を 改 変 す る の に 適 し て お り 、 肺 障 害 又 は そ の 症 状 を 治

療 す る こ と が こ れ に よ り 可 能 に な る 、 組 成 物 及 び 方 法 が 提 供 さ れ る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 し か し な が ら 、 実 施 例 中 に 示 さ れ る 溶 媒 和 電 子 の 存 在 は 、 推 察 の 域 を 脱 し て い な い の で

、 溶 媒 和 電 子 の 治 療 効 果 と は 言 え な い 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 2015-028087

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ １ ０ 】

　 本 発 明 は 、 前 述 し た 背 景 技 術 の 問 題 点 に 鑑 み な さ れ た も の で 、 ウ イ ル ス 全 般 の 弱 点 で あ

る 還 元 雰 囲 気 を 安 全 に 体 内 に 実 現 さ せ る こ と で 、 ウ イ ル ス 毎 の 治 療 薬 開 発 を 不 要 と し 、 身

近 な 飲 料 用 の ボ ト ル ウ オ ー タ ー や 医 療 用 の 滅 菌 精 製 水 に 、 溶 媒 和 電 子 を 含 有 さ せ 強 力 な 還

元 力 を 付 与 し て 、 体 内 に 侵 入 し た ウ イ ル ス の 不 活 性 化 お よ び 肺 炎 等 の 炎 症 の 治 療 に 用 い る

こ と で 、 ウ イ ル ス に 対 応 で き る よ う に す る こ と を 課 題 と す る

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ １ 】

　 前 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 は 、 以 下 の （ １ ） － （ ３ ） を 特 徴 と す る 。

　 （ １ ） 銅 の 自 由 電 子 を 、 高 分 子 半 導 体 を 通 過 さ せ る こ と で 、 エ ネ ル ギ ー を 増 幅 さ せ 溶 媒

和 し や す く し た 後 、 各 種 の 水 性 溶 媒 中 に 溶 媒 和 電 子 を 生 成 さ せ て 溶 媒 和 電 子 水 を 作 製 し 、

当 該 溶 媒 和 電 子 水 を 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 患 者 に 飲 用 さ せ て 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 不 活 性

化 を 図 る こ と が で き る と と も に 、 当 該 溶 媒 和 電 子 水 を 吸 入 器 等 で 患 者 に 吸 引 さ せ 新 型 コ ロ

ナ ウ イ ル ス 性 肺 炎 患 者 の 治 療 に 用 い る こ と が で き る 溶 媒 和 電 子 水 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 （ ２ ） 前 記 高 分 子 半 導 体 が 、 シ リ コ ー ン を 母 材 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 溶 媒 和 電 子 水 。

　 （ ３ ） 前 記 各 種 水 性 溶 媒 が 医 療 用 滅 菌 精 製 水 で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 溶 媒 和 電 子 水 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ３ 】

　 本 発 明 の 溶 媒 和 電 子 水 に よ れ ば 、 滅 菌 精 製 水 に 作 用 さ せ て 溶 媒 和 電 子 を 包 含 し た 滅 菌 精

製 水 を 得 た 後 、 吸 入 器 ま た は 超 音 波 加 湿 器 を 用 い て 肺 炎 患 者 に 吸 入 さ せ る こ と で 、 ウ イ ル

ス を 還 元 雰 囲 気 に 曝 し て 不 活 性 化 を 図 る こ と が で き る と と も に 、 溶 媒 和 電 子 の 強 力 な 抗 酸

化 作 用 に よ り 、 肺 を 形 成 す る 細 胞 の 過 酸 化 脂 質 の 増 加 を 抑 制 す る こ と で 、 還 元 作 用 に よ る

炎 症 治 療 を 同 時 進 行 さ せ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ４ 】

（ 溶 媒 和 電 子 水 の 作 製 ）

　 本 溶 媒 和 電 子 水 の 作 製 は 、 後 に N型 高 分 子 半 導 体 と 判 明 し た 、 ヘ テ ロ ポ リ 酸 触 媒 （ 特 許

第 3171560号 ） に 、 直 流 マ イ ナ ス の 電 荷 を 付 与 し て 、 精 製 水 中 に 浸 漬 す る こ と で 達 成 さ れ

る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 係 る 高 分 子 半 導 体 は 、 能 動 素 子 の ト ラ ン ジ ス タ や ダ イ オ ー ド の 様 に 、 入 力 エ ネ ル ギ ー を

増 幅 し て 出 力 す る 機 能 を 有 し て お り 、 そ の 増 幅 の 度 合 い は 、 物 理 的 実 験 の 結 果 に よ り 明 ら

か に さ れ る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

（ 実 験 1） ｛ 資 料 1｝

　 市 販 の 直 径 1.0m mの ア ル ミ ニ ウ ム 製 細 線 10メ ー ト ル を 用 意 し て 、 抵 抗 値 を 測 定 し た と こ

ろ 3.77Ω だ っ た が 、 次 に 溶 媒 和 電 子 水 30cc入 り の ラ ミ ネ ー ト パ ッ ク を 、 細 線 の 上 に 置 い て
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抵 抗 値 を 測 定 す る と 、 3.65Ω に 減 少 し て い た 。

【 ０ ０ １ ７ 】

（ 実 験 2） ｛ 資 料 2｝

　 市 販 の 直 径 1.2m mの 銅 線 10メ ー ト ル を 用 意 し て 、 抵 抗 値 を 測 定 し た と こ ろ 1.2Ω だ っ た が

、 次 に 本 溶 媒 和 電 子 水 30cc入 り の ラ ミ ネ ー ト パ ッ ク を 、 銅 線 の 上 に 置 い て 抵 抗 値 を 測 定 す

る と 、 1.1Ω に 減 少 し て い た 。

【 ０ ０ １ ８ 】

（ 実 験 結 果 の 考 察 1）

　 高 分 子 半 導 体 が 作 り 出 す 電 子 の エ ネ ル ギ ー レ ベ ル は 、 能 動 素 子 の ト ラ ン ジ ス タ や ダ イ オ

ー ド で は 成 し 得 な か っ た 高 い も の で 、 水 や 油 等 種 々 の 溶 媒 に 対 し て 長 期 間 安 定 し て 存 在 で

き る 本 溶 媒 和 電 子 を 生 成 で き る と 考 察 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

（ 実 験 結 果 の 考 察 2）

　 ラ ミ ネ ー ト パ ッ ク は 絶 縁 体 で あ る の に 、 本 溶 媒 和 電 子 水 中 の 溶 媒 和 電 子 は 、 ど の よ う な

経 路 で ア ル ミ ニ ウ ム や 銅 の 抵 抗 値 に 影 響 を 及 ぼ し た の か 、 と い う 疑 問 が 湧 い て く る が 、 そ

れ は 、 溶 媒 和 電 子 の 性 質 を 理 解 す れ ば 解 決 す る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 量 子 物 理 学 的 に み る と 、 電 子 は フ ェ ル ミ 粒 子 で あ り 、 そ の 挙 動 は バ ラ バ ラ で 連 動 性 は ま

っ た く 無 い が 、 溶 媒 和 電 子 の 特 性 と し て 必 ず 対 （ ツ イ ン ） に な る 性 質 が 有 り 、 フ ェ ル ミ 粒

子 が 対 に な る と 、 ボ ー ズ 粒 子 と し て 振 る 舞 う と い う 摂 理 で 、 皆 同 じ 方 向 に 動 く よ う に な る

の で 、 電 波 や 電 磁 波 と し て 、 絶 縁 物 を 介 し て も ア ル ミ ニ ウ ム や 銅 に 作 用 し た と 考 察 さ れ る

。

【 ０ ０ ２ １ 】

（ 本 溶 媒 和 電 子 の エ ネ ル ギ ー レ ベ ル ） ｛ 資 料 3｝

　 弊 社 製 高 分 子 半 導 体 で 、 エ ネ ル ギ ー が 増 幅 さ れ た 銅 の 自 由 電 子 の エ ネ ル ギ ー レ ベ ル は 、

ラ ジ オ ア イ ソ ト ー プ の β 線 の よ う に 、 他 の 原 子 や 分 子 に 電 離 を 起 こ さ せ る よ う な 強 力 な も

の で は な い が 、 菜 種 油 や エ ン ジ ン オ イ ル の よ う な 絶 縁 液 体 中 に 、 油 分 子 を 溶 媒 と し た 溶 媒

和 電 子 を 生 成 さ せ る と 、 こ れ ま で 人 類 が 経 験 し た こ と の 無 い 以 下 の よ う な 現 象 が 実 現 す る

。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 菜 種 油 に お い て は 、 通 常 の 菜 種 油 の 新 油 と 、 特 許 第 3463660号 記 載 の 食 用 油 酸 化 防 止 装

置 を 用 い て 、 直 流 マ イ ナ ス の 電 力 を 48時 間 印 加 し て 溶 媒 和 電 子 を 含 有 さ せ た 菜 種 油 の 、 熱

伝 導 率 （ 熱 線 法 ,測 定 温 度 180℃ ） を 測 定 し た 結 果 、 通 常 の 菜 種 油 の 新 油 が 0.131Ｗ /（ ｍ .

Ｋ ） で あ っ た の に 対 し 、 溶 媒 和 電 子 を 含 有 さ せ た 菜 種 油 の 熱 伝 導 率 は 、 0.161Ｗ /（ ｍ .Ｋ

） で あ り 、 約 23％ 熱 伝 導 率 が 向 上 し て い た 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 な お 、 実 際 の フ ラ イ オ イ ル と し て の 菜 種 油 で 、 溶 媒 和 電 子 の 有 無 で の 揚 げ 物 の 芯 温 比 較

テ ス ト を 実 施 し た と こ ろ 、 揚 げ 時 間 と 揚 げ 温 度 を 同 一 と し て 、 チ キ ン が 通 常 品 76.7℃ か ら

溶 媒 和 電 子 含 有 96.4℃ と 、 芯 温 が 19.7℃ 高 く な っ て お り 、 豚 カ ツ で は 、 通 常 品 67.4℃ か ら

、 溶 媒 和 電 子 含 有 76.7℃ と 、 9.3℃ 高 く な っ て お り 、 菜 種 油 の 熱 伝 導 率 向 上 を 裏 付 け る 結

果 と な っ て い る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 ま た 、 エ ン ジ ン オ イ ル で は 、 試 料 と し て 「 高 度 水 素 化 分 解 基 油 ０ Ｗ 20」 を 用 い て 、 通 常

の 新 品 オ イ ル と 、 こ れ に 高 分 子 半 導 体 を SUS304製 の ス テ ン レ ス チ ュ ー ブ に 封 入 し た 電 極 を

浸 漬 し て 、 直 流 マ イ ナ ス の 電 力 を 48時 間 印 加 し て 溶 媒 和 電 子 を 含 有 さ せ た オ イ ル で の 熱 伝

導 率 （ 熱 線 法 ,測 定 温 度 80℃ ） を 測 定 し た 結 果 、 新 品 オ イ ル 0.128Ｗ /（ ｍ .Ｋ ） で あ っ た の

に 対 し 、 溶 媒 和 電 子 含 有 オ イ ル は 0.138Ｗ /（ ｍ .Ｋ ） で あ り 、 通 常 の 新 品 オ イ ル に 比 較 し

て 7.8％ 熱 伝 導 率 を 改 善 し て い た 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 熱 機 関 で あ る エ ン ジ ン の 運 転 に 関 し て 、 熱 伝 導 で は 重 要 な 役 割 を 担 っ て い る エ ン ジ ン オ
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イ ル の 熱 伝 導 率 改 善 は 、 そ の ま ま エ ン ジ ン の 熱 効 率 改 善 に 直 結 す る 極 め て 重 要 な 結 果 と い

え る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

（ 溶 媒 和 電 子 水 の 還 元 力 1） ｛ 資 料 4｝

　 本 溶 媒 和 電 子 水 の 持 つ 還 元 力 が 、 ど れ 程 強 力 か を 示 す 鉛 蓄 電 池 へ の 添 加 の 事 例 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 現 在 （ 2020/5/1） で も 、 鉛 蓄 電 池 使 用 の 経 年 劣 化 で 発 生 す る 硫 酸 鉛 の 結 晶 （ サ ル フ ェ ー

シ ョ ン ） は 溶 か す こ と が で き な い と 、 世 界 中 の 電 気 化 学 の 教 科 書 や 専 門 書 に 記 載 さ れ て い

る が 、 本 溶 媒 和 電 子 水 を 、 中 古 の 鉛 蓄 電 池 に 電 解 液 の 0.5％ 添 加 し た 公 式 デ ー タ （ 財 団 法

人 日 本 品 質 保 証 機 構 ） で は 、 サ ル フ ェ ー シ ョ ン を 溶 か し て 電 池 容 量 が 回 復 し て い く 試 験 デ

ー タ が 得 ら れ て い る 。 世 界 初 に し て 唯 一 の 、 サ ル フ ェ ー シ ョ ン 溶 解 事 例 と い え る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

（ 溶 媒 和 電 子 水 の 還 元 力 2） ｛ 資 料 5｝

　 生 体 へ の 投 与 、 鶏 卵 採 取 用 20万 羽 飼 育 の 養 鶏 場 に お い て 、 小 区 画 （ 120羽 用 ） 鶏 用 飲 用

水 100Lタ ン ク に 、 高 分 子 半 導 体 と 電 源 を 設 置 し て 、 鶏 に 本 溶 媒 和 電 子 水 を 飲 料 水 と し て 与

え て 、 7日 間 経 過 後 、 鶏 卵 の 変 化 を 「 財 団 法 人 日 本 食 品 分 析 セ ン タ ー 」 に て 検 査 し た 結 果

、 ビ タ ミ ン E（ α -ト コ フ ェ ロ ー ル 当 量 ） が 、 他 の 区 画 の 鶏 卵 と 比 較 し て 1.4mg/100ｇ か ら 1

.5mg/100ｇ に 増 加 し 、 コ レ ス テ ロ ー ル は 374mg/100ｇ か ら 355mg/100ｇ に 減 少 し た 。 ま た 、

物 理 的 に は 、 濃 厚 卵 白 が し っ か り し て き て 、 卵 黄 が テ ス ト 皿 の 上 で 高 さ が 増 し 、 爪 楊 枝 を

5本 以 上 刺 し て も 、 卵 黄 を 覆 う 膜 は 破 壊 さ れ な か っ た 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 な お 、 ゲ ー ジ 飼 い の 鶏 は 、 驚 き や す く 騒 が し か っ た の が 、 お と な し く な っ た と の 報 告 有

り 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 大 型 養 鶏 施 設 で ゲ ー ジ 飼 い さ れ て い る 鶏 が 産 ん だ 卵 が 、 何 故 平 飼 い （ 地 面 の 土 の 上 で 飼

う ） の 鶏 が 産 ん だ 卵 の よ う な 、 物 理 的 様 相 と 化 学 的 分 析 値 を 表 す の か ？

【 ０ ０ ３ １ 】

　 そ れ は 、 現 代 人 に も 言 え る 事 で あ る が 、 多 く の 生 き 物 を エ ネ ル ギ ー （ 微 弱 電 気 ） 的 に 見

る と 、 足 裏 と 地 面 と で 、 絶 妙 な エ ネ ル ギ ー の 遣 り 取 り が 存 在 す る よ う で あ る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 と こ ろ が 現 代 人 は 、 ゲ ー ジ 飼 い さ れ て い る 鶏 の よ う に 、 外 出 時 は 靴 を 履 い て 、 地 面 と は

電 気 的 に 絶 縁 し て お り 、 体 内 の エ ネ ル ギ ー （ 微 弱 電 気 ） の バ ラ ン ス が 崩 れ て い る 方 が 多 い

よ う に 見 受 け ら れ る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

（ 溶 媒 和 電 子 の 脂 質 に 対 す る 還 元 力 1） ｛ 資 料 6｝

　 人 体 の 細 胞 膜 は リ ン 脂 質 の 二 重 構 造 で 、 肺 炎 は 、 ウ イ ル ス を 撃 退 し よ う と し て 免 疫 細 胞

が 大 量 に 作 り 出 す （ 1細 胞 当 り 10億 個 以 上 ） 活 性 酸 素 に よ り 、 細 胞 膜 の 過 酸 化 脂 質 の 増 加

が 進 行 し て 、 炎 症 を 起 こ し た 後 も ろ く な り 破 壊 さ れ て い く と い う 過 程 で 、 進 行 す る 。 こ こ

で は 、 溶 媒 和 電 子 の 脂 質 に 対 す る 還 元 力 を 示 す デ ー タ を 開 示 す る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 毎 日 大 量 に フ ラ イ を 揚 げ る ス ー パ ー マ ー ケ ッ ト に て 、 菜 種 油 使 用 の フ ラ イ ヤ ー に 高 分 子

半 導 体 を 設 置 、 設 置 前 後 各 4日 間 使 用 油 を 「 SGSジ ャ パ ン 株 式 会 社 」 に て 分 析 を し た 結 果 、

酸 価 値 が 2.18か ら 1.46に 抑 え ら れ て お り 、 毒 性 指 数 の カ ル ボ ニ ル 値 も 15か ら 13に 抑 え ら れ

て い る こ と が 明 か に さ れ た 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

（ 溶 媒 和 電 子 の 脂 質 に 対 す る 還 元 力 2） ｛ 資 料 7｝

　 揚 げ 物 の 保 存 期 間 を 決 め る 、 さ つ ま 揚 げ 抽 出 油 の 経 時 劣 化 を 表 す 過 酸 化 物 価 を 「 財 団 法

人 日 本 食 品 分 析 セ ン タ ー 」 に て 、 通 常 品 を 揚 げ て か ら 1日 目 、 2日 後 と 、 高 分 子 半 導 体 使 用

品 で は 、 揚 げ て か ら 、 4日 後 、 6日 後 、 8日 後 を 測 定 し た 結 果 、 そ れ ぞ れ の 過 酸 化 物 価 は 1日

目 5.0meq/kg、 2日 後 6.1meq/kg、 4日 後 8.8meq/kg、 6日 後 8.2meq/kg、 8日 後 7.0meq/kgと 、
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通 常 、 過 酸 化 物 価 は 経 時 劣 化 と 同 時 進 行 で 増 加 す る も の で あ る の に 、 高 分 子 半 導 体 使 用 品

で は 、 通 常 と は 逆 に 減 少 し て い く と い う 現 象 が 起 き て い る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

（ 高 エ ネ ル ギ ー レ ベ ル 電 子 の 作 用 ） ｛ 資 料 8｝

　 市 販 の 家 庭 用 食 品 ラ ッ プ に 、 高 分 子 半 導 体 を SUS304製 の ス テ ン レ ス チ ュ ー ブ に 封 入 し た

電 極 を 密 着 さ せ て 、 直 流 マ イ ナ ス の 電 力 を 48時 間 印 加 し て 、 電 子 チ ャ ー ジ ラ ッ プ を 作 製 し

て 、 青 魚 （ サ ン マ ） の 鮮 度 保 持 能 力 （ Ｋ 値 ） と 、 牛 肉 保 存 に お け る 制 菌 作 用 を 「 財 団 法 人

日 本 食 品 分 析 セ ン タ ー 」 に て 、 測 定 し た 結 果 、 以 下 の 回 答 を 得 た 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 通 常 ラ ッ プ 使 用 で 3日 間 冷 蔵 保 存 し た 青 魚 （ サ ン マ ） Ｋ 値 37％ 、 電 子 チ ャ ー ジ ラ ッ プ 使

用 で 3日 間 冷 蔵 保 存 し た 青 魚 （ サ ン マ ） Ｋ 値 31％ で あ っ た 。 （ ＊ Ｋ 値 は 低 い 程 鮮 度 が 良 い

）

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 比 較 生 理 生 化 学 で は 、 魚 類 や 筋 肉 中 の ATPは 、 死 後 、 酵 素 の 作 用 を 受 け て 分 解 し 、 A DP、

A MP、 IMPを 経 由 し て 、 イ ノ シ ン （ HxR） ま た は ヒ ポ キ サ ン チ ン （ Hx） に 変 化 す る と し て お

り 、 魚 肉 中 の ATP分 解 生 成 物 総 量 に 対 す る HxR+Hx量 の 百 分 率 （ K値 ） を 提 供 す る 。 す な わ ち

K値 (%)=[HxR+Hx]/[ATP+A DP+A MP+IMP+HxR+Hx]× 100と な る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 生 物 の 細 胞 内 で は 、 生 命 エ ネ ル ギ ー が 絶 た れ て 後 、 酵 素 等 の 働 き で 細 か く 分 解 酸 化 さ れ

て ゆ く よ う に 、 自 然 の 摂 理 が 働 く が 、 そ こ に エ ネ ル ギ ー 値 の 高 い 電 子 （ 還 元 要 素 ） が 作 用

す る と 、 ATPの 分 解 を 遅 延 さ せ ら れ る の で 、 鮮 度 保 持 ツ ー ル と し て 有 効 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 通 常 ラ ッ プ 使 用 で 8日 間 冷 蔵 保 存 し た 牛 肉 は 、 一 般 細 菌 数 （ 生 菌 数 ） 1.3× 10の 8乗 /ｇ で

あ り 、 電 子 チ ャ ー ジ ラ ッ プ 使 用 で 8日 間 冷 蔵 保 存 し た 牛 肉 は 、 一 般 細 菌 数 （ 生 菌 数 ） 3.0×

10の 7乗 /ｇ で あ っ た 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 上 記 2件 の テ ス ト で は 、 溶 媒 和 電 子 は 登 場 し て い な い 。 高 分 子 半 導 体 で エ ネ ル ギ ー を 高

め ら れ た 、 電 子 の 持 つ エ ネ ル ギ ー が 、 絶 縁 体 の 食 品 ラ ッ プ （ 高 分 子 ） 中 の 束 縛 電 子 に 転 写

さ れ た も の で あ る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 な お 、 高 分 子 半 導 体 に 直 流 マ イ ナ ス の 電 力 を 印 加 し て も 、 使 用 す る 電 力 量 は 、 メ ー タ ー

が 回 ら な い の で 、 ゼ ロ で あ る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 直 流 電 流 の マ イ ナ ス 側 だ け を 使 用 す る と い う 事 は 、 通 常 の 電 気 製 品 で は 有 り 得 な い こ と

で 、 現 状 の 電 力 量 測 定 機 （ 電 気 メ ー タ ー ） で は 、 測 定 不 能 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 エ ネ ル ギ ー 保 存 法 則 に は 反 す る が 、 上 記 の よ う な 人 類 に 好 都 合 な 変 化 を 、 投 入 エ ネ ル ギ

ー ゼ ロ で 、 起 こ す こ と が 現 実 と な っ て い る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 （ 溶 媒 和 電 子 水 の 炎 症 治 癒 能 力 ）

　 高 分 子 半 導 体 を 用 い た 溶 媒 和 電 子 発 生 装 置 を 、 温 浴 器 と し て 浴 槽 に 設 置 し て 試 験 的 に 使

用 し た モ ニ タ ー か ら は 、 子 供 さ ん の 皮 膚 の 痒 み （ ア ト ピ ー 性 皮 膚 炎 ） が 完 治 し た と の 報 告

が 届 い て い る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

（ 重 度 の 火 傷 治 療 の 事 例 ）

　 患 者 は 、 フ ラ イ ヤ ー へ の 酸 化 防 止 装 置 取 り 付 け 作 業 中 に 、 過 っ て 185℃ の フ ラ イ 油 の 中

に 左 手 の 手 首 ま で 浸 か っ て し ま い 、 す ぐ に 流 水 で 冷 や し ま し た が 、 ヒ リ ヒ リ と し た 痛 み は

か な り 強 い も の で し た 。 そ こ で 患 者 は 、 本 溶 媒 和 電 子 水 を ス プ レ ー ボ ト ル に 積 め た も の を

所 持 し て い た の を 思 い 出 し 、 こ れ を 患 部 に ス プ レ ー す る と 、 痛 み が ど ん ど ん 引 い て い き 、

や が て 痛 み が ゼ ロ に な り ま し た が 、 安 心 し て ス プ レ ー を 止 め る と 、 ま た 少 し 痛 み 出 し 、 再
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度 ス プ レ ー す る こ と を 30分 間 ほ ど 繰 り 返 し 、 痛 み は 完 全 に 引 き ま し た 。 そ の 後 は 、 当 然 火

膨 れ に な る と 覚 悟 し て い ま し た が 、 5日 後 に 薄 い 皮 が 剥 け て 終 了 で し た 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

（ ピ ロ リ 菌 ）

　 日 本 人 の ピ ロ リ 菌 感 染 者 数 は 、 約 3， 500万 人 と 言 わ れ て い る が 、 中 で も 胃 炎 、 胃 潰 瘍 、

十 二 指 腸 潰 瘍 に 悩 ま さ れ て い る 方 々 が 、 少 な か ら ず い る 。 あ る と き 、 仕 事 上 の 知 人 か ら 、

自 分 は 長 年 ピ ロ リ 菌 が 原 因 の 胃 炎 に 悩 ま さ れ て い る 、 医 師 か ら 投 薬 も 受 け て い る が 改 善 さ

れ な い 、 定 期 的 に ピ ロ リ 菌 の 菌 数 も 検 査 し て い る が 、 一 向 に 減 ら な い で 困 っ て い る 、 試 し

に 溶 媒 和 電 子 水 を 飲 ん で 見 た い の で 、 譲 っ て 欲 し い と 頼 ま れ 、 無 償 で 差 し 上 げ た と こ ろ 、

3ヶ 月 程 し て 、 ピ ロ リ 菌 の 菌 数 検 査 で ゼ ロ （ 検 出 限 界 ） 以 下 に な っ た と の こ と で 、 報 告 に

見 え ら れ た 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 ピ ロ リ 菌 が 酵 素 を 出 し て 尿 素 を 分 解 し 、 ア ン モ ニ ア を 作 る 過 程 で 、 溶 媒 和 電 子 が 作 用 す

る と 、 ア ン モ ニ ア は 電 子 が 最 も 溶 媒 和 し や す い 溶 媒 の 一 つ の た め 、 ア ン モ ニ ア が 生 成 さ れ

た 瞬 間 に 電 子 が 溶 媒 和 し て 、 ア ン モ ニ ア の 分 子 集 団 （ ク ラ ス タ ー ） が 最 小 化 し て 、 ピ ロ リ

菌 を 胃 酸 か ら 守 る 能 力 を 失 う と 考 察 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

（ 溶 媒 和 電 子 水 の 特 異 な 性 質 ）

　 本 溶 媒 和 電 子 水 の 特 異 な 性 質 と し て 、 元 筑 波 大 学 大 学 院 教 授 （ 鶏 博 士 ） が 行 っ た 、 酸 と

ア ル カ リ に 対 す る 本 溶 媒 和 電 子 の 作 用 か ら 、 興 味 深 い 実 験 結 果 が 得 ら れ て い る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 超 純 水 を ベ ー ス に 、 次 亜 塩 素 酸 ナ ト リ ウ ム と 蟻 酸 を 用 い て 、 ア ル カ リ と 酸 そ れ ぞ れ 100

ｐ ｐ ｍ 1000ccの 溶 液 を 用 意 し て 、 こ れ に 高 分 子 半 導 体 を SUS304製 の ス テ ン レ ス チ ュ ー ブ に

封 入 し た 電 極 を 浸 漬 し て 、 直 流 マ イ ナ ス 12Ｖ の 電 力 を 印 加 し て 、 ｐ Ｈ の 経 時 変 化 を 観 察 し

た と こ ろ 、 7日 後 に そ れ ぞ れ が ｐ Ｈ 7.0で 落 ち 着 い た と の 事 、 た だ し 、 現 代 科 学 の 常 識 か ら

す れ ば 、 酸 性 か ア ル カ リ 性 の ど ち ら か 一 方 に 向 か う は ず で あ り 、 自 分 も そ の 様 に 予 想 し て

い た 。

　 こ の 結 果 は 、 有 り 得 な い こ と で あ る と の 評 価 を 戴 い た 。

【 ０ ０ ５ １ 】

（ 以 上 の 報 告 か ら 推 察 さ れ る 本 発 明 の 効 果 ）

　 上 述 し た よ う に 、 温 浴 器 で は ア ト ピ ー 性 皮 膚 炎 を 完 治 さ せ た こ と 、 185℃ の フ ラ イ 油 に

手 首 ま で 浸 か っ て し ま っ た 火 傷 を 、 溶 媒 和 電 子 水 の ス プ レ ー で 痛 み を 和 ら げ 、 火 膨 れ に も

な ら ず に 済 ん だ こ と か ら 、 本 発 明 の 、 溶 媒 和 電 子 水 は 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 性 肺 炎 の 治 療 に

最 適 と い え る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 ま た 、 現 代 人 は 、 ゲ ー ジ 飼 い さ れ て い る 鶏 の よ う に 、 外 出 時 は 靴 を 履 い て 、 地 面 と は 電

気 的 に 絶 縁 し て お り 、 体 内 の エ ネ ル ギ ー （ 微 弱 電 気 ） の バ ラ ン ス 崩 れ て い る （ 多 く は プ ラ

ス 過 多 ） と 指 摘 し た が 、 こ の 崩 れ 方 が 大 き い 方 々 が 、 イ ン フ ル エ ン ザ ウ イ ル ス や 新 型 コ ロ

ナ ウ イ ル ス に 感 染 し た 時 に 、 発 症 し た り 重 症 化 し た り す る の で あ り 、 持 病 の 有 る 方 （ 当 然

バ ラ ン ス が 崩 れ て い る ） や 、 喫 煙 者 、 高 齢 者 で 運 動 不 足 の 方 も 同 様 で あ る 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 上 記 の よ う に 、 本 溶 媒 和 電 子 お よ び 本 溶 媒 和 電 子 水 の 作 り 出 す 還 元 要 素 は 、 食 品 保 存 で

は 一 般 細 菌 を 制 菌 し 、 ピ ロ リ 菌 の 殺 菌 で は 、 初 め て 副 作 用 無 し で 菌 数 ゼ ロ を 可 能 に し た 。

上 述 し た よ う に 、 温 浴 器 で は ア ト ピ ー 性 皮 膚 炎 を 完 治 さ せ た こ と 、 185℃ の フ ラ イ 油 に 手

首 ま で 浸 か っ て し ま っ た 火 傷 を 、 溶 媒 和 電 子 水 の ス プ レ ー で 痛 み を 和 ら げ 、 火 膨 れ に も な

ら ず に 済 ん だ こ と か ら 、 本 発 明 の 、 溶 媒 和 電 子 水 は 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 性 肺 炎 の 治 療 に 最

適 と い え る 。
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